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剪定枝資源化事業の見直しに向けたアンケート調査結果 
  
１ 調査の目的 

剪定枝資源化センターの搬入量及び搬出（買取）量の減少傾向が続いているため、利用

者の利用実態やニーズ等について、調査を行いました。（調査期間：２０２５年６月～９月） 

 

２ 調査対象 

剪定枝搬入の２者（市民・シルバー人材センター）及び剪定枝たい肥購入の３者（農家・市

民・公共）を対象に、それぞれアンケート調査を実施 

 

３ 調査結果 

（１）剪定枝搬入者（市民）対象のアンケート結果 

【結果概要】 

① 発生地区はセンター近隣の方が多い  

② 持込み頻度は年１～２回が５割以上 

③ 作業後すぐに搬出したいので持ち込まれる。 
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【自ら持ち込む「その他」の理由】 

① 行政回収の場合、直径 30 ㎝×60 ㎝に切る作業がきつい。 

② 収集日に出すこともありますが量が多すぎるためセンターを利用している。 

③ リユースしてもらえ気持ちがよく、ごみとして出すのがかえって手間というのもある。 

 

（２）剪定枝搬入者（シルバー人材センター）対象のアンケート結果 

市民から剪定依頼を受けた剪定枝をセンターに持込んでいる 

① 剪定作業依頼の多い地域（上位３位） 

町田地区、鶴川地区、南地区の順 

② センターを利用する理由（上位３位） 

・シルバー人材センターの指定 

・ＪＡが運営しているから 

・市の事業を応援したい 

 

 

（３）剪定枝たい肥購入者（農家 JA組合員）対象のアンケート 

【結果概要】 

「ＪＡが運営しているから」という理由が３割を占めており、農業従事者の結束が垣間見

えた結果となった。運営受託者がＪＡでない場合、剪定枝たい肥の購入量減少が考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政回収に出さず 

自ら持込む理由(市民) 

（単位：人） 

お住いの地区（農家） センターの利用実績（農家） センターの購入実績（農家） 

行政回収に出さず 

自ら持込む理由（市民） 
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【ご意見（自由記述）】 

① 完熟堆肥を軽トラで欲しい。 

② 営業時間、混載不可等にて不便。 

③ 枝・葉・草など業者でも受けいれて（安く）ほしい。 

④  原木があれば購入したい。 

 

 

（４）剪定枝たい肥購入者（市民）対象のアンケート 

【結果概要】 

① センター近隣の方が主に購入している。 

② 購入頻度は年１～2 回が最も多い。 

③ 購入理由は安価をあげる方がもっとも多く、歳入を増やすために剪定枝たい肥を 

値上げした場合、ニーズは低くなる可能性が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 たい肥を利用する場所（市民） たい肥の購入頻度（市民） 

たい肥の購入理由（農家） 

（単位：人） 

たい肥の購入理由（農家） 

 



- 4 - 

 

 

【月１回以上購入する方の購入理由】 

① 豚舎の敷材 

② カブトムシの幼虫の育成 

③ 除草用のグラウンドカバー 

 

 【ご意見（自由記述）】 

① 畑の土が固くなった時に、たい肥を入れている。野菜がよく育つ。 

② たい肥を使い、家庭菜園を楽しくやっている。 

③ たい肥が安く手に入りすばらしい。いつも感謝している。もっと宣伝して市の商売と

して発展することを願っている。 

④ 竹を行政収集してほしい。 

 
 

（5）剪定枝たい肥購入者（公共）対象のアンケート 

※公共：市内の公共施設（公園、学校など） 
 
 【結果の概要】 

① 動物の敷材の使用は１回あたりの搬出量は少ない（２００～３００㎏）がほぼ毎月搬出。 

② 園芸用の場合、利用頻度は年１～２回少ない。 

 

【たい肥の用途について】 

① 園芸用 

② その他土壌改良材 

③ 昆虫・動物の飼育 

④ 通路・路面の敷材 
   

【使用理由（上位３位）】 

① 用途に適している 

② 他の品物に比べて安価 

③ 市の事業を応援 

たい肥の購入理由（市民） 

（単位：人） 

たい肥の購入理由（市民） 


